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1. 目的  

 リサーチレポートNo.18で提案した大口径検出器による汚染の迅速検査を実践すること。 
 
2. 方法 

 リサーチレポート No.18で示した検出器システムを厚さ５ｃｍの鉛のブロックで遮蔽されたシステムを

構築して食品の丸ごと迅速汚染検査を行う。 

 
3．結果（平成２４年２月８日発表） 

図１に福島市モニタリングセンターに設置された大口径検出器による汚染迅速検査システムを示す。測

定時間５分間で検出限界値は１０ベクレル/ｋｇである。同システムは、平成２３年１１月に福島市モニタ

リングセンターに設置されたがその後、福島市中央卸売り市場に設置され汚染検査を行った。 
 

 

 

図１ 福島市モニタリングセンターに設置された大口径検出器による汚染迅速検査システム 
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